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      ＪＲ東労組 業務部 

輸送障害時、お客さまの密を避けるためにで

きる限り駅内の連絡通路の行き来を避けるよう

な対応をしている。ｺﾛﾅ感染防止のために職場

内、券売機などの消毒を毎日行い、窓口では間

隔を開けて並んでいただくよう案内も行ってい

る。増収に向けて、駅のｲﾍﾞﾝﾄとして非接触のﾃﾞ

ｼﾞﾀﾙｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰの取組み等も取り入れ集客をして

きた。鉄道を利用した国内観光流動をつくり収

入を得るための大人の休日俱楽部パスの臨時発

売等も、感染ﾘｽｸへの配慮もして対応してきた。 

適宜車内放送や換気、ﾏｽｸの着用の協力要請な

ど、お客さまに安心して利用できる車内環境を

つくり出している。 

在宅予備においても、ひとり一人の成長につ

ながるように努力している。 

ﾏｽｸをつけての業務で熱中症ﾘｽｸがあるなか、

安全、安定輸送のため感染防止策を行い、お客

さまに安心していただく努力もしている。 

検修職場では、汚物清掃、ﾄｲﾚ修繕等、感染の

不安のなか、輸送を支えるため奮闘している。 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ作業が多く、三密を防ぐた

め、ｵﾌﾋﾟｰｸ通勤やﾃﾚﾜｰｸにも取り組

んできた。ｷﾞﾘｷﾞﾘの作業員数で法令

に定められた期日のある設備の検

査は、検査周期を延ばすことができ

ないため、感染ﾘｽｸがある中でもﾊﾟｰ

ﾄﾅｰ会社と一体となって行ってき

た。将来に魅力がないと離職する若

手が多くなっている。 

ｺｽﾄﾀﾞｳﾝにも職場全体で取り組ん

でいる。修繕費の吸い上げで、通ﾄﾝ

交換の見直しを行っている。今年度

見送ったところで、いずれはしわ寄

せがくるとの声もある。数百円でも

ｺｽﾄを削減しようと職場で実施して

いる。それぞれが変化に対応してき

た努力は受け止めてほしい。 

社宅の居住年数制限に伴い、ﾏｲﾎｰﾑの購入をしてい

る組合員・社員が多くいる。「毎月の手取りが他企業

に比べて少ないと感じる。手当てが少ないから住宅

ﾛｰﾝの返済は期末手当を多く充当している」「奨学金

の支払いに充てている」という声が職場から多く出

されている。 

JR東日本会社の魅力は安定感であり、厳しい世間

相場の中でも安定して年末手当が支払われること

は、人材流出を防ぎ、優秀な人材確保の観点からも

重要だ！ 

組織改編やｼｽﾃﾑﾁｪﾝｼﾞ、規程の

改正、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化などそれらに対

応すべく努力している。ｺﾛﾅや変

革を言い訳に安全やｻｰﾋﾞｽのﾚﾍﾞ

ﾙを落としてはいけない。これま

で培ってきた経験を活かし協力

的に担っている。また現場管理

者も施策のｽﾋﾟｰﾄﾞが早くきめ細

やかな管理、母の心で人を慮っ

た管理が大変である。目先のｺｽ

ﾄﾀﾞｳﾝやｺｽﾄ構造の変化に一生懸

命対応している。 

2 年連続の赤字は出せないと

言われているが、目標が高く感

じる。黒字経営は必達である。

意欲をもって業務に向かわなけ

ればならない。 

社員の健康管理だけでなく、地域医療を

担う医療従事者として、共通で触れる場所

の消毒や新たにｱﾙｺｰﾙを設置し、利用者の安

全・安心に努めた。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症患者

やその疑いのある患者に接しなければいけ

ない業務に就いていることから、自分自身

だけではなく、家族の健康に気を遣い、現

場目線で何が出来るのかを考え、細心の注

意を払いながら感染防止に努め業務を行っ

ている。 


